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山形市男女共同参画センター所長

学術研究院教授（地域教育文化学部担当）

学術研究院助教（医学部看護学科担当）

学術研究院教授（理学部担当）

学術研究院助教（理工学研究科担当）

学術研究院准教授（学士課程基盤教育機構担当）

学術研究院教授（人文社会科学部担当）

学術研究院助教（農学部担当）

男女共同参画推進室

令和3年度  山形大学  基盤共通教育の授業

「キャリア形成とワークライフバランス（山形から考える）」探究ノート
《講義内容》



振り返り講義の

どのように工夫し
て仕事

や子育てを楽しん
だか。

大変な事ばかりに目を向けて
しまうと嫌になってしまうの
で、楽しいことに目を向ける
ようにする。例えば、仕事が大
変であっても職場の人と笑い
話などをして良好なコミュニ
ケーションが取れると楽しい
と感じることが出来る。

講義 1 Woman of YAMAGATA

“楽しむ”ことで生まれるバランス 
10月20日（水）

草苅 早苗
14：40～16：10

山形市男女共同参画センター所長

50歳代
山形県出身

講師
Profile 山形市役所1988年採用。まるごと推進課長、地籍調査室長

を経て2018年度より現職（次長兼所長）。「いきいき山形男
女共同参画プラン」に基づき、取組を進める。家族は義母
と専業主夫の夫、高校生の息子。

　　失敗を恐れて
挑戦する前に諦め

てしまうことがあ
るので、少しでも興

味があることがあ
った

ら失敗しても経験
値になるのだから

無駄にならないと
いうお話を思い出

し、積極的に挑戦し
たい

と思った。ワークラ
イフバランスとは

自分が楽しめる生
活のバランスであ

るという考え方に
感銘

を受けた。

　　どんなことで
も一生懸命に楽し

んで取り組めば、き
っと人生が明るく

なるということを
感じ

た。山形県の取り組
みについてよく知

らずに、田舎だから
、という理由で就職

にいいイメージを

持っていなかった
が、市や県がより良

い社会を作るため
に工夫をしている

ことが感じられた
の

で、よく調べて考え
ようと思った。

　　一番心に響い
たのは自分のやり

たいと思ったこと
はどんなことでも

まずやってみると
いう

言葉だった。失敗し
てもまた別のこと

をすれば良いし、自
分にとっての向き

不向きを知ること
が

できるので、消極的
にならずに様々な

ことに挑戦したい
という気持ちが芽

生えた。

　　大学でいろい
ろ経験していくの

は大事だと思った
。適性がないとわか

ってもいいからや
って

みるという話を聞
き、ダメそうだから

しない私とはまる
で違ったので試し

てみようと思った
。
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●就職した動機と仕事の内容
　　結婚後も勤務できる職場として公務員を希望し山形市役所に就職。林務課－教育委員
会学校教育課－環境課－教育委員会管理課－まるごと推進課―地籍調査室－男女共同参
画センターと異動により様々な行政を経験。現在は、“男女共同参画のまち山形”を目指し
て新しい男女共同参画計画を策定中。
●これまでの道のり
　　生まれも育ちも山形市。山形大学農学部で林学を専攻し、1988年に女性初林業技師と
して就職。平成2年には山形県で初の女性森林インストラクターとして野外活動などの指
導にあたる。その後、内部異動で教育業務や環境保護活動、人事労務管理やイベント運営
など多様な業務を経験し、行政の業務は幅広く、転職したくらいに多くの経験ができるこ
とを実感。
●ワーク・ライフ・バランス
　　結婚すると女性だけが大変だと思い結婚願望は無かった。ただ出産願望だけはあったの
で35歳で結婚し40歳で出産。現在高校生の息子が一人。「人生楽しんだもん勝ち」がモットー
で、趣味も仕事も子育ても何でも楽しめば、自ずとワークライフバランスになると思う。

●夢や目標
　　男女共同参画という言葉が無くなり、男性も女性も多様な性の人たちも、性別に関わり
なく個性と能力が十分に発揮できいきいきと暮らすことができるまち山形市になること。
●学生へのアドバイス
　　勉強でも仕事でも、どうせやらなきゃいけないんだったら楽しくやった方が良いに決
まってる。どうやったら自分が楽しく取り組めるかを考えること。アイデア・アレンジ・ア
イデンティティ（自分の考え、自分流のやり方、自分の個性）を大事にし、興味あることに
挑戦してほしい。
●「山形の女性の働き方」から男女共同参画社会を考える
　　相手の立場に立って、自分だったらどう感じるか。男女ともにその共感力があれば男女
共同参画社会は実現すると思う。



振り返り講義の

菅藤 健一
学術研究院教授（地域教育文化学部担当）

60歳代
福島県出身

講師
Profile 専門は犯罪心理学・臨床心理学。東北地方の少年鑑別所を

中心に国家公務員として勤務する。仕事をしながら学位
を取得する（博士　教育学）。法務省を定年退職後、2018年
4月山形大学に採用される。

講義 2 Woman of YAMAGATA

禍福はあざなえる縄のごとし
10月27日（水）14：40～16：10

　　将来ワークラ
イフバランスが取

れなくなってしま
いそうになった時

は仕事と家庭以外
の第

三の空間を確保す
るということを思

い出して生活しよ
うと思った。

　　男女の前に人
間の個としての存

在で認める、という
考え方だったが、男

性らしい、女性らし
い

在り方という考え
方もあるのだなと

感じた。

　　「辞めなければ
何か結果は出るか

ら進み続けるよう
に」という話を聞い

て、自分も一度止ま
った

ら復帰するのに時間
がかかっていたので

無駄な時間を生まな
いためにも進み続け

ようと思った。

　　今回の講義を
通して、男女共同参

画社会の考えが少
し変わった。無理を

して男女が同じ方
向

を向く必要はない
と考えるようにな

った。互いに互いの
特性を見極め、性別

関係なしに活躍で
き

る社会を目指した
いと思った。

　　犯罪心理学に
携わる方のお話を

聞けたことは貴重
な経験となった。人

の境遇から犯罪に
つな

がる行動が生まれ
るのではなどと推

測するのは非常に
面白かった。

　　男女平等とは
どのような状態で

あるのか、今行われ
ているような男女

平等に向けての取
り組

みは本当に正しい
ものなのか、色々な

意味で疑問が湧い
た。
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仕事のやりがいは
何か？

少年鑑別所に勤務していた時
の話。少年たちの悩みや相談
を聞いた時に、「先生と話せて
よかった」や「心が軽くなっ
た」など多くの少年から感謝
された。その時に少年たちの
役に立てたことを実感でき、
やりがいを感じた。
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●就職した動機と仕事の内容
　　法務省矯正局の監督に係る盛岡少年鑑別所に就職した。実務をやりながら研究もでき
るという思いから就職した。非行少年の鑑別、面接・心理検査などを通じて非行の原因を
探り、改善のための手立てを考える仕事である。
●これまでの道のり
　　中高校時代は方向が定まらなかった。大学時代もひょんなことから入学した教育学部
で教育心理学を学んだ。大学院入試に失敗し、方向転換して、当時募集していた少年鑑別
所に応募した。広範囲の転勤を経験したが、苦労もそれなりにあったものの豊富な経験が
人生の楽しみを増してくれたと思う。
●ワーク・ライフ・バランス
　　働き方改革などといわれるが、官庁のトップである霞が関では深夜までの勤務は常態
化していることであろう。当職が現役のときは現在とは全く違って非行少年数が増加の
一途であり、多忙を極めており仕事を家に持ち込むことをせざるを得なかった。心のバラ
ンスを崩して、初めて仕事と家庭以外の第三の空間を確保すること、生き方の方針を変え
ることを指導された。が、完璧でなくてもいいと思うようにし、仕事にもプライベートに
も帳尻さえ合えばいいと考えるように心掛けた。
●夢や目標
　　批判されることを予想して申し上げるが、私は男性は男性らしく、女性は女性らしく生
きることができるそんな世の中が良いと思っている。しかし、他方、LGBTなど多様性が尊
重される世の中でもある。その違いをどう考えるか、それが極めて難しい問題だと思る。
● 学生へのアドバイス
　　自らが問題意識をもって文献を調べ、仲間と討論してほしいと思う。教員からの一方向
的な講義だけでは考えが深まらないと思う。
●「山形の女性の働き方」から男女共同参画社会を考える
　　男女共同参画社会とは、男女それぞれが持つ特徴を否定されずそれぞれの良さを認め
合うこと。決して男女が同じようになる・同じようにすることではないように思う。



振り返り講義の

人生に影響を与え
た方や

出会いはあるか。

多くの人と協力して何かを成
し遂げていく中で、地域の中
で知っている人が増えてい
く。一つのドアを開くと新た
に知りたくなる。

講義 3 Woman of YAMAGATA

慌ただしさの中で楽しむ  仕事・育児・暮らし・人生
11月10日（水）

赤間 由美
14：40～16：10

学術研究院助教（医学部看護学科担当）

40歳代
宮城県出身

講師
Profile 公衆衛生看護学を担当。特に生活保護ケースワーカーの

メンタルヘルス支援をテーマとした研究を行う。市町村
保健師を経て大学教員となり、2015年より現職。家族は夫
と子ども（１歳）。
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　　子育て結婚は
男女共同参画に深

く繋がっていると
気づけた。「男性は

女性の子育てのサ

ポートをする」とい
う考えになってい

る。男が外、女が中
という考えが抜け

きれてないことの

表れである。固定概
念をいい意味で壊

していきたい。

　　働きながら学
ぶ姿勢は本来、生涯

勉強であった昔の人
たちのような理想的

な生き方だなと

思った。モットーや
れることはすべて

やる、どうせやるな
ら楽しく気分よく

過ごすというのは

難しいけれど自分は
悲観的になったりす

ることが多々あるの
で見習っていきたい

なと思った。

　　仕事もプライ
ベートも大切なの

で、それぞれの時間
の質を上げること

が重要であるとい

う話に納得した。働
きながら学ぶとい

うことに関して、何
気なく始めたこと

でも、おのずと自

分の財産になると
いうことがわかっ

た。色々なことに挑
戦し、自分の力を伸

ばしていきたい。

　　子育てが女性
の向いているから

といって男性は何
もしなくて良いわ

けではない。自分も

子育てしていると
いう考えを持って

、サポートしていく
というのが、今目指

している社会な

のではないのかな
と私は思った。

●就職した動機と仕事の内容
　　卒業後は市役所で保健師として市民の方の健康を支援する仕事をしていた。赤ちゃん
の健診をしたり、健康教室をしたり、障害者の方の生活の支援などをする仕事。その後大
学教員になり、今は保健師養成の教育に携わり、講義や実習指導などを行っている。
●これまでの道のり
　　中高生時代はあまり目立たず、真面目に過ごしていたと思う。恩師の後押しもあり具体
的に看護の仕事を考え、山形大学看護学科に進学した。大学時代は、多くの人との出会い
や看護の勉強ができ、社会に出てからは、保健師の仕事を通していろいろな人の人生に触
れたことや、人を支える専門職や住民の方の熱意も感じ、多くの方々と力を合わせて仕事
をする楽しさも感じていた。その後、大学院に進学して働きながら勉強した。また、健康づ
くりを支援するNPO法人設立に携わって活動している。
●ワーク・ライフ・バランス
　　子どもができてからは、仕事の時間が限られ、ワークライフバランスをとるのにとても
悩んでいる。近所の公園で遊んだり、些細な日常の中で新鮮な発見がある。子どもがいる
と近所の方や知らない人でも声をかけて下さり、「子育てするなら山形県」のキャッチフ
レーズどおり皆さんに温かく見守られて子育てできているのは有難い。
●夢や目標
　　自分のしてきた健康を支援するという仕事やNPO活動をベースに町の人たちが笑顔に
なるような活動を1つでも具体化できたらなーと思う。
●学生へのアドバイス
　　素敵な人と出会うことは「生きてて良かった」と思う場面の１つです。人との出会いが
容易でない昨今の環境はあるが、年齢や性別、地域を超えて人との出会いを大切に、出会
いや体験を通して自分を大きくしてほしい。
●「山形の女性の働き方」から男女共同参画社会を考える
　　子育てでは、まだまだ女性が大変な思いをすることが多いなーと感じる。皆さんの体験
談をどんどん発信して柔軟で現実的な施策や雰囲気づくりができるといいと思います。



振り返り講義の

小倉 泰憲
学術研究院教授（理学部担当）

60歳代
岩手県出身

講師
Profile 主担当は理学部。1・2年のうちのどこかでつまづくとその後の就職活

動で壁にぶつかることが多い。そこで入学した時点からつまづかない
よう予防教育としてキャリア教育を行っている。それでも問題に遭遇
する場合もあるため，対応する教員や職員に対する支援もしている。
こうして理学部全体として組織的にキャリア支援を実践している。

講義 4 Woman of YAMAGATA

キャリアとは「生き方」を考えること 
11月24日（水）14：40～16：10
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キャリアについて
学ぶこ

ととは？

メリットの有無では判断でき
ない。キャリアについて学ぶ
のはメリットがあるからでは
なく、自分で自分の人生を決
めていくために学ぶのであ
る。
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●これまでの道のり
　　秋田大学で電子工学を学び、その後、東北大学大学院で修士・博士の5年間、音響工学を
学んだ。28歳で民間企業（警備業）の研究所で技術者として働き始めた。また、NPOでキャ
リア開発の普及活動を実践。さらに働きながら筑波大学社会人大学院で心理学を学ぶと
ともに、個人と組織の共生に関する研究を行い、ワークライフバランスの知見を深めた。
その後、山形大学理学部のキャリア教員に就任し、現在に至る。
●ワーク・ライフ・バランス
　　仕事はワークとジョブの2つに分けることが出来る。ジョブは会社で働いて給料をもら
う仕事の事。ワークはジョブを含む広いもので、ボランティアや家事のように給料をもら
わないものも含まれる。講義では自分とパートナーの生き方、働き方、学び方を一例とし
て紹介した。夫婦共に方向転換や転職の連続であったが、これらに意欲的に取り組めたの
は、何事にも好奇心を持てたからだと考えている。
●学生へのアドバイス
　　事前に学生から出された質問を見た時、ユングのタイプ論という性格論を用いると分
かりやすいと思った。タイプ論は心にも利き手があるという考え方である。利き手の種類
は３つで、「感覚」と「直観」、「思考」と「感情」、「外向」と「内向」である。学生の質問は自分の
利き手を使って質問したものが多かったが，その際，まずは自分の利き手を知ることが大
切になることを示した。このほか、キャリアの面で重要なのは人生100年時代の考え方で
ある。学生の多くは100年以上生きることを想定することが必要になる。
●相談を受けるとき
　　相談を受ける際に注意していることについて3つある。「カウンセリング関係のことな
のかそうでないのかの区別」と「最後まで話を聞くこと」と「興味本位の質問をしない」こ
とである。興味本位の質問をすることによって本来の意図を逸したり、相手の聞かれたく
ないことに足を踏み込んでしまう可能性がある。

　　自分はどうい
う人なのかを知る

ことの大切さを感
じた。質問をする際

には質問をする

立場だけではなく
される側の視点に

立ち、答えたくなる
ような質問をしよ

うと思った。

　　先生は環境の
変化でも好奇心が

大きく不安がほと
んどなかったとい

うお話を聞いて、

自分も不安を無く
せるくらい内的キ

ャリアを見つめ、本
当にやりたいこと

を見つけたいと

思った。

　　キャリア形成
とワークライフバ

ランスに対する考
え方を教わった。心

理学を学びカウ

ンセリングをして
きた経験に基づく

質問の仕方や質に
ついても教わり、と

ても自分の生活

に活かせる知識が
身についたと感じ

た。

　　自分もこれか
らの人生を｢いかに

生きるか｣に視点を
当てて、自分のワー

クライフバラ

ンスを考えてみた
い。

　　自分がやりた
いと思うこと、やら

なきゃいけないと
思う仕事がこれだ

とわかる、変わる

きっかけは自分の
人生、キャリアの中

で見つかるのだと
思いました。



振り返り講義の

二地域居住を選ん
だ理由

夫婦それぞれのキャリアを大
事に考えていて、どちらかを
犠牲にするという考えはな
かった。

講義 5 Woman of YAMAGATA

2拠点居住という選択 
12月1日（水）

濱　定史
14：40～16：10

学術研究院助教（理工学研究科担当）

40歳代
茨城県出身

講師
Profile 専門は木造建築構法、改修再生設計。伝統的な木造建築に

ついて、研究および設計活動を行う。山形と東京の2拠点
居住。妻と娘は東京で暮らす。
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　　単身赴任では
なく二拠点居住と

いう考え方に馴染
みがなかったので

新鮮だった。遠く

離れた家族ともオ
ンラインで話せる

システムがあり、新
しいものも活用し

ながら家族との

関係を保つことも
できるということ

を今回学んだ。

　　ポジティブな
面を考えるという

考え方はつらい状
況の時にとても役

に立つ思考方法に

思えた。

　　仕事をほぼ趣
味と考え楽しむ姿

勢や、家族と離れて
暮らしていても最

大限家族とつな

がる時間をつくろ
うとする姿勢が、と

てもすてきだなと
感た。家庭と仕事の

バランスが取れ

ていて憧れました
。

　　先生の様にや
りがいもあって楽

しくできる仕事を
見つけたい。家族も

大切にして、仕事

もやりたいことを
している大人にな

りたいと思った。

　　スライドの写
真から、木造建築の

あたたかみを感じ
られた。大学の勉強

のほかに、積極

的に自分の興味が
そそられる心理に

関するイベントな
どを探してみよう

と思った。

●就職した動機と仕事の内容
　　もともとものを作ることが好きだったので、建築設計事務所でのデザインの仕事をし
た。ものを実際に作ること（設計・デザイン）だけでなく、それらの原理や仕組み（研究）を
知ることに魅力を感じて研究・大学教員の仕事につくとこになった。伝統的な木造建築の
しくみを対象として、滞在しながらおこなう研究スタイル。
●これまでの道のり
　　大学卒業後に地元茨城の大学の修士課程に進学。その後は茨城の設計事務所で働きな
がら、博士課程に進学。学位取得後は、東京の大学で7年間研究教育を行った後に山形大学
に赴任。
●ワーク・ライフ・バランス
　　山形に赴任が決まったことと、子供ができたことがほぼ同時だったため、生活の方法は
よく考えた。妻も同じ建築の大学教員なのでお互いのキャリアを考えて平日は山形で週
末は東京の２拠点居住を選択した。朝食・夕食時には、テレビ電話で食事をとるようにし
ている。また毎週末東京に往復すると、交通費がかかるが考えないようにしている。山形
での生活はほとんど大学にいるので、大学以外のワーク＝ライフとなっていて、もっと地
域社会に参加せねばと考えている。
●夢や目標
　　地域社会に貢献できる建築家・設計者・デザイナーを育てて、協働したい。
●学生へのアドバイス
　　学生時代に考えていたことや行動は、もちろん技術が不足していたり稚拙だったりす
るが、考えは本質的だったりするのではないかと考えている。日々忙しくなると忘れてし
まいがちだが、結果がすぐに出なくても、たくさん考え続けてほしいと思っている。
●「山形の女性の働き方」から男女共同参画社会を考える
　　様々な方々の意見や行動により世の中の雰囲気が変わってきたような気もするが、ま
だまだ問題がある。現に自身の家庭でも子育てに関しては妻の負担が大きくバランスが
悪い。



振り返り講義の

渡辺 絵理子
学術研究院准教授（学士課程基盤教育機構担当）

50歳代
長野県出身

講師
Profile 専門は細胞生物学、発生学。ゲノム編集技術を用いて両生

類の受精機構を調べ、様々な受精様式がどのように確立
されてきたのかについて研究を行なっている。任期付研
究員や民間企業を経て2011より現職。

講義 6 Woman of YAMAGATA

「好きなこと」を生かしていくために 
12月8日（水）14：40～16：10
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面白いと感じるこ
とは何

ですか

そもそも基礎研究とはすぐに
役に立つことではないが、ま
だわからないことを明らかに
するための研究で、専門的過
ぎてウケないが、本人は面白
いと感じている。そういう感
覚を大切に。
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●就職した動機と仕事の内容
　　教育、研究ともに生命科学系に関係する仕事についてきた。現在は基盤教育の生命科学
の講義、ゲノム編集技術を用いた両生類の生殖機構についての研究を行なっている。
●これまでの道のり
　　中高生時代から生命科学が好きで、大学は発生学の研究室に進んだ。理学的な基礎研究
が専門のため応用的な分野には興味はなかったが、企業での応用的な研究を経験したこ
とが、現在行なっている「多様なバックグラウンドを持つ人に生命科学を教える」際に役
立っていると思う。
●ワーク・ライフ・バランス
　　「研究をしたい女性は結婚してはいけない」と教授が堂々と発言し、学生側もなんとな
く納得してしまうような大学時代だった。かなり時代は変わったが、皆がまだまだ自分の
中にもある「なんとなく」の思い込みを見直していく必要があると思う。
●夢や目標
　　新型コロナウィルス感染症により社会が大きな影響を受けている現在、生命科学を専
門としない人、特に興味がない人たちにも最低限必要な生命科学の知識を普及させる手
助けができればと考えている。
●学生へのアドバイス
　　キャリアについてあらかじめ考えていくことはもちろん大切だが、思い描いたように
はことが進まないこともある。たとえ計画通りにならないことがあっても、本意ではない
経験も役に立つと考えることも一つだと思う。
●「山形の女性の働き方」から男女共同参画社会を考える
　　近年よく言われることだが、男女共同参画社会の実現とは単に女性を助けるものでは
なく、（少なくともこれから社会を作っていく若い）男性も生きやすい社会を目指してい
るものであると考える。

　　生命科学に関
する知識欲がひし

ひしと伝わってき
た。自分の好きなこ

とを極める方向

でキャリア形成を
考えた方が、ワーク

ライフバランスの
維持の面からも効

果的だというこ

とが分かったが、そ
うした中でも、興味

のないことや魅力
的でないことも自

分の見識を広げ

る上では重要だと
知った。

　　自分の志望す
る分野に近い生命

科学に関する話だ
ったので、自分のキ

ャリアを考える

うえで参考になる
部分が多かった。改

めて今のうちに幅
広い分野の知識を

身に着けておか

なければと自分の
気を引き締めるき

っかけとなった。

　　自分が興味の
あるもの、面白いと

感じるものだけを
学んでも、自分を大

きく成長させる

ことはできないと
思った。社会からの

評価も必ず存在す
るので、そういう意

味でも興味の無

いことに対しても
努力しなければな

らないと考えた。

　　思い描いたよ
うに進まなくとも

本意ではない経験
も役に立つと考え

ることは大事だと

思った。自分がやっ
ていることが本当

にやりたいことな
のかそれともやら

されているのか

もじっくり考える
べきだと思った。

　　当たり前のこ
とがもしかしたら

他の人を傷つけて
しまっているかも

しれないと思うの

で、常に他人の立場
に立って行動して

いきたいと思った
。



振り返り講義の

勉強やアルバイト
以外に

やるべきこと

友達をつくること　社会人に
なってからは損得勘定が入る
（西村博之さんの言葉）

講義 7 Woman of YAMAGATA

ライフを重視した働き方 
12月15日（水）

西岡 正樹
14：40～16：10

学術研究院教授（人文社会科学部担当）

40歳代
徳島県出身

講師
Profile 専門は刑法。東北大学大学院法学研究科博士後期課程修

了後、同大学院助教を経て、2010年4月に山形大学に赴任。
現在は、妻と娘（5歳）との3人暮らし「休日は可能な限り娘
と遊ぶ」をモットーとしている。
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　　本を読んだり
年上の人と接して

話したりすること
、友達を作ること、

興味のあること

に没頭して勉強す
ることなど、大学生

のうちにやってお
くべきことについ

てとても勉強に

なった。

　　自分のやりた
いことを仕事にし

ていることで、仕事
のモチベーション

は 「やりたいこ

とをやる」と聞き、
 自分 の仕事に対す

る イメージが変わ
った。私も何かに熱

中 できるもの

を探してそれを仕
事にしていきた。

　　今は自分の生
活しかないのでア

ルバイトや部活、趣
味などすべて自分

で使える時間ば

かりですが、時間の
大切さを受験で知

ったにもかかわら
ずうまく時間を使

えていないと感

じているので、何も
しないのではなく

自分のやりたいこ
とを積極的に行え

る自分を目指し

て頑張ります。

　　最も印象に残
った言葉は、大学生

活の中で、友達を作
ったほうがいいと

いう言葉で、こ

れからの大学生活
で多くの人と関わ

って、友達を作っ
ていけるようにし

たいと思った。

ワークライフバラ
ンスではなく、ライ

フワークバランス
のほうが適当だと

いう言葉にとて

も納得した。

　　仕事は換えが
効くけど、家族や友

人は換えが効かな
いということにす

ごく共感した。

●就職した動機と仕事の内容
　　大学3年の後期に将来研究者となるべく大学院への進学を決意し、大学院修了後、修了大
学院の助教を経て、刑法の専任講師を募集していた山形大学に応募し採用された。現在は、
山形大学人文社会科学部教授として教育、研究、学内行政、学外業務等に携わっている。
●これまでの道のり
　　田舎の出身で、穏やかな中高生時代を過ごした。大学時代はアルバイトに勤しんだ日々
であった。大学院進学後本格的に研究を開始し、助教時代を含め、（寝る以外は）一日の大半
を研究室で過ごした。山大就職後に結婚し、現在は妻と5歳の娘との3人で生活している。
●ワーク・ライフ・バランス
　　自分のやりたい事を「ワーク」としているので、ワークに関する不満は（ほとんど）なく、
教育と研究に携われる喜びが大きい。「ライフ」に関しては、コロナ禍で活動が制限されて
いるが、制限された中で工夫をして家族で楽しく過ごせている（と自分では思っている）。
●夢や目標
　　目標は、引き続き教育と研究に精進し、社会で活躍できる人材の輩出と注目される研究
成果を発表すること。夢は、研究以外で生涯携わることのできる分野を持ち、その分野の特
技を身に付け、技を極めること。
●学生へのアドバイス
　　大学時代は今後の人生についてじっくり考えることのできる貴重な時期。（私も学生時
代は悩み、考え、また悩み、考えるの連続だった）。「ライフワークバランス」（出口治明さん
の言葉）を念頭に、現在の自分にとって何が一番大切か、またどのような人生設計を構想す
るかをよく考えながら今後の進路を模索してほしい。
●「山形の女性の働き方」から男女共同参画社会を考える
　　男女共同参画社会の前提である「男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によっ
て社会のあらゆる分野における活動に参画する機会が確保され」（男女共同参画社会基本
法第2条）ることが当たり前にするための意識改革が、性別・年代を問わずに必要であると
考えている。



振り返り講義の

陳　奧飛
学術研究院助教（農学部担当）

20歳代
中国山東省出身

講師
Profile 専門は農業経済学、フードシステム論。農産物の取引形態

や、農産物生産者や、食品企業、消費者などの意識分析な
どについて研究している。大学を卒業後、1年間の研究員
を経て大学教員に至る。

講義 8 Woman of YAMAGATA

異国の地で働く 
12月22日（水）14：40～16：10
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育児について日本
と中国

の違いは

中国は両親や祖父母で、日本
は主に母親に求められている
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●就職した動機と仕事の内容
　　両親が二人とも高校の先生なので、小さい頃から漠然と将来自分も教員になりたいと
思っていた。大学院に進学して研究の面白さに気づき、アカデミックの世界で働きたい気
持ちを固めた。仕事は、授業・研究が主な内容。
●これまでの道のり
　　大学時代までは中国で過ごしていた。専門は日本語で、日本語を学んでいくうちに、中
国で日本語を学ぶのは物足りないと感じ、日本へ留学することを決心した。ご縁あって山
形大学大学院農学研究科にて修士を取得、さらに博士学位を取得した後、愛知大学で1年
間研究員を経て、母校の山形大学へ助教として採用され、今に至る。
●ワーク・ライフ・バランス
　　現在はまだ結婚しておらず、今の職に就いて2年目で、まだ慣れていないところがたく
さんあるので、主にワークに傾いている。まだ少し先のことだが、家庭や子供ができるよ
うになったら、出産後の働き方や育児について不安を感じている。例えば、子供の母語教
育等…また、中国にいる両親が、今後高齢になったらどうするか悩んでいる。
●夢や目標
　　仕事面ではまだまだ半人前なので、しっかり研究成果を出しつつ、教育指導能力を高め
て早く戦力になりたい。生活面では、コロナ禍で渡航が制限されている今、なかなか両親
のそばで親孝行できない。毎週テレビ電話しているが、早く両親と対面で会える日を願っ
ている。
●学生へのアドバイス
　　人生はあらゆることへの挑戦の連続である。失敗を恐れず、自分にとって居心地の良い
ところから抜け出して、新しいことに挑戦してみる精神を持ってほしい。

　　未来は誰にも
わからないから覚

悟を決めて行動し
、その選択が正解に

なるように努力

することが大事だ
と分かった。

　　大学で働くこ
とへ興味があった

ので、学生生活から
研究員・助教として

の職に就くま

での流れとその中
で考えたことや苦

労について詳細ま
で知ることが出来

て大変勉強に

なった。

　　中国で日本語
を学び、さらに自分

の探究心を生かす
ために日本へ留学

するという積極

的な行動と強い学
習意欲にとても感

心した。将来自分が
つきたい仕事を模

索しながら、ア

ルバイトと勉強を
両立させるバラン

スを考えることに
大事な情報をもら

えたような気が

する。

　　中国と日本の
比較知を知ること

ができて面白かっ
た。昼寝の習慣やア

ルバイト経験の

有無、図書館の開閉
館時間など意外な

点が異なっている
ことが分かった。

　　今回の講義を
聞いてまず外国に

行って言語を学ぼ
うと決意した勇気

の素晴らしさを

感た。



探究学習で学ぶキャリア形成 男女共同参画とは

「男女共同参画社会基本法」
（平成十一年六月二十三日法律第七十八号）

令和4年3月25日発行
発行   山形大学男女共同参画推進室
　　   〒990-8560   山形市小白川町1-4-12
　　　TEL  023-628-4937
           Mail   yu-y-danjo@jm.kj.yamagata-u.ac.jp
編集   准教授　柿﨑悦子

【授業名】　

山形大学　基盤共通教育

　　

【授業の目的】

①ワークライフバランスについて考え、自分のキャリア・

ビジョンを描く。

②男女共同参画社会を理解し、課題を考える。

③新聞学習で社会人基礎力を身につける。

【授業の計画】

○いろいろな分野のゲスト講師による貴重な講義。

○講師への事前質問や進行などを学生が担当。

○グループごとに課題探究学習を行う。

○新聞切抜きレポートに取組む。

○キャンパス保育所の見学、地域との交流。

【学生の感想】

★文系から理系まで、どの先生の講義も興味深く、男女共

同参画社会の一員として、将来の職業のことだけでな

く、視野を広げたキャリア・ビジョンを持つことができた。

☆この授業を選んだ理由は、大学生になっても自分のキャ

リアを明確にできずにいたからだった。今までの授業の

中で一番ためになり、一番楽しく有意義な時間だった。

★コロナ禍で一人の時間が増えたが、講義で「人と交流し

て孤独にならないことの大切さ」がわかった。「今を大切

に生きる」という言葉も心に残った。

☆新聞レポートで自主的に新聞を読む習慣が身に付き、司

会・記録などの役割分担をとおしてコミュニケーション

力・協調性が高まった。

　山形大学は、「男女共同参画社会基本法」の理念に基づ

き、男女共同参画のために大学が担うべき役割と責任を自

覚し、「山形大学男女共同参画基本計画」（平成22年）を策

定し、男女共同参画を推進してきました。令和2年度から第

2次基本計画に従って、さらに充実した取組を進めていき

ます。

　性別にかかわらずに、すべての人が個性と能力を発揮で

きる世の中がダイバーシティ社会です。我が国では男女共

同参画基本計画や科学技術基本計画等の下、男女共同参画

や教育分野におけるダイバーシティ推進を図っています。

山形大学は平成27年度に文部科学省のダイバーシティ研

究環境実現イニシアティブ（連携型）に採択され、米沢栄養

大学、大日本印刷株式会社研究開発センターと連携し、ダ

イバーシティ研究環境の実現に取組んできました。

　この「キャリア形成とワーク・ライフ・バランス」の授業

は、男女共同参画を担う次世代を応援するため、男女共同

参画推進室が担当しています。

山形大学男女共同参画基本計画（第2次）の施行

第一章総則（目的）第一条
・男女の人権の尊重
・社会経済情勢の変化に対応できる豊かで活力ある
社会を実現する緊要性
・基本理念を定め、並びに国、地方公共団体及び国民
の責務
・施策の基本となる事項を定めることにより、男女
共同参画社会の形成を総合的かつ計画的に推進

「キャリア形成とワーク・ライフ・バランス
（山形から考える）」

山形大学は、令和2年4月に第2次山形大学男女共同参画基本計画を施行しました。
第2次基本計画では、令和2年度から10年間を計画期間とし、男女共同参画とダイバー
シティを一層推進することを目的に、基本方針及び具体的施策を定めています。女性
教員比率や女性管理職比率に関するより高い目標を掲げ、「無意識のバイアス」や性
的指向・性自認等への配慮なども明記しました。また、ダイバーシティを推進するた
め、地域や県内外の大学等とネットワークを拡大していきます。初年度は、「多様な性
に関するガイドライン」を策定し、研究・仕事と家庭生活の両立支援制度の充実を図
りました。
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